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大分県立先哲史料館企画展示への特別協力

一　

開
催
経
緯

「
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
」（
平
成
二
一
年
法
律
第
六
六
号
）
に
基
づ

く
「
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
保
存
、
利
用
及
び
廃
棄
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」 

（
平
成
二
三
年
四
月
一
日
内
閣
総
理
大
臣
決
定
）
で
は
、
歴
史
公
文
書
等
の
利
用

促
進
の
手
段
と
し
て
「
展
示
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
等
の
取
組
を
通
じ
て
、

国
民
が
歴
史
公
文
書
等
に
触
れ
る
機
会
を
数
多
く
用
意
す
る
こ
と
で
、
国
民
の
歴

史
公
文
書
等
へ
の
関
心
を
高
め
る
」
こ
と
を
重
視
し
、「
国
立
公
文
書
館
等
と
し

て
定
め
ら
れ
て
い
る
施
設
同
士
の
連
携
や
博
物
館
等
と
連
携
し
た
取
組
」
を
検
討

す
べ
き
と
し
て
い
る
。外
交
史
料
館
で
は
上
記
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

こ
れ
ま
で
も
展
示
会
な
ど
を
通
じ
た
地
方
機
関
と
の
連
携
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
。

二
〇
二
五（
令
和
七
）年
が
戦
後
八
〇
年
の
節
目
に
当
た
る
こ
と
を
記
念
し
て
、

大
分
県
立
先
哲
史
料
館
で
は
、
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て
外
相
と
し
て
活
躍
す
る
と

と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
号
に
お
け
る
降
伏
文
書
へ
の
署
名
の
当
事
者

で
あ
り
、
国
連
加
盟
を
成
し
遂
げ
た
重
光
葵
に
焦
点
を
当
て
た
企
画
展
示
が
開
催

さ
れ
た
。
開
催
期
間
は
二
〇
二
五
年
七
月
二
六
日
か
ら
九
月
一
五
日
ま
で
で
、
当

館
か
ら
貴
重
史
料
の
出
陳
な
ど
の
特
別
な
協
力
を
行
っ
た
。

本
展
示
会
へ
の
協
力
に
至
る
そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
は
、
二
〇
二
二（
令
和
四
）

年
一
二
月
、
重
光
の
故
郷
で
あ
る
大
分
県
を
担
当
官
が
往
訪
し
、
各
類
縁
機
関
で

展
示
協
力
の
可
能
性
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
、

活
動
報
告大

分
県
立
先
哲
史
料
館
企
画
展
示

「
先
哲
・
重
光
葵
～
平
和
を
希
求
し
た
男
の
生
き
様
～
」
へ
の
特
別
協
力
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大
分
県
立
先
哲
史
料
館
は
約
三
五
六
㎡
と
い
う
広
い
展
示
室
を
保
有
し
て
お
り
、

外
交
史
料
館
と
の
共
催
展
示
も
前
向
き
に
検
討
し
た
い
と
の
意
向
を
頂
戴
し
て
い

た
。
ま
た
、
同
展
示
室
の
中
央
に
は
、
重
光
葵
自
身
が
使
用
し
て
い
た
テ
ー
ブ
ル

を
リ
メ
イ
ク
し
た
展
示
ケ
ー
ス
が
置
か
れ
、
重
光
関
係
の
展
示
を
実
施
す
る
に
は

最
適
の
場
所
と
い
う
感
触
を
得
て
い
た
。
さ
ら
に
は
、
大
分
県
教
育
委
員
会
が
郷

土
の
代
表
的
な
先
哲
の
業
績
及
び
人
間
像
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

刊
行
し
て
い
る
『
大
分
県
先
哲
叢
書
』
の
『
重
光
葵
資
料
集
』
の
編
集
作
業
も
進

行
中
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
そ
の
後
、
同
資
料
集
は
第
一
巻
が
二
〇
二
三
年
に
、

第
二
巻
が
二
〇
二
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
）。そ
う
し
た
展
示
ス
ペ
ー
ス
や
当
館
所
蔵

史
料
と
の
親
和
性
か
ら
、
大
分
県
立
先
哲
史
料
館
と
の
間
で
、
重
光
葵
を
テ
ー
マ

と
し
た
展
示
の
協
力
を
進
め
て
い
く
可
能
性
を
追
求
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
連

携
展
示
に
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
同
館
に
お
い
て
戦
後
八
〇
年
を
記
念
し
た

展
示
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
重
光
が
署
名
し
た
降
伏
文
書
の
借
用
に
つ
い
て
強

い
希
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
も
鑑
み
て
、
貴
重
史
料
の
貸
出
し
な
ど
の
特

別
な
協
力
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。（
な
お
、
本
展
示
会
の
特
別
協
力
機
関
と
し

て
は
、
当
館
の
ほ
か
衆
議
院
憲
政
記
念
館
も
名
を
連
ね
て
い
る
。）

二　

展
示
史
料

本
展
示
会
は
タ
イ
ト
ル
を
「
先
哲
・
重
光
葵
～
平
和
を
希
求
し
た
男
の
生
き
様

～
」
と
し
、
展
示
史
料
は
お
よ
そ
一
一
〇
点
で
あ
っ
た
。
大
分
県
出
身
で
戦
前
・

戦
後
の
激
動
の
時
代
に
日
本
外
交
を
担
っ
た
重
光
葵
元
外
務
大
臣
の
業
績
や
足
跡

を
紹
介
し
、
一
貫
し
て
平
和
を
希
求
し
た
姿
勢
や
行
動
を
描
き
出
す
と
い
う
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
史
料
が
展
示
さ
れ
た
。

展
示
史
料
は
先
哲
史
料
館
所
蔵
史
料
を
中
心
と
し
つ
つ
、
他
館
所
蔵
史
料
も
出

陳
さ
れ
た
。
当
館
か
ら
は
、
同
館
の
希
望
に
基
づ
い
て
、
以
下
の
所
蔵
史
料
を
貸

し
出
し
た
。

●�

「
外
務
省
革
新
綱
領
要
目
」・「
外
務
省
革
新
同
志
会
申
合
」（
一
九
一
九
年
九

月
二
六
日
・
外
務
省
記
録
『
外
務
省
官
制
及
内
規
関
係
雑
件
』
第
一
五
巻
）

●
日
華
関
税
協
定
調
印
書
（
一
九
三
〇
年
五
月
六
日
署
名
）

●
寺
崎
英
成
宛
重
光
葵
書
翰
（
一
九
四
五
年
九
月
一
日
付
）

●
降
伏
文
書
（
一
九
四
五
年
九
月
二
日
署
名
）

中
で
も
「
降
伏
文
書
」
の
原
本
は
、
本
展
示
会
の
目
玉
史
料
と
し
て
特
に
注
目

を
集
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

三　

反
響

「
降
伏
文
書
」
は
重
光
の
地
元
大
分
県
で
は
初
め
て
の
展
示
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
そ
の
原
本
の
出
陳
は
、
地
元
の
強
い
関
心
を
呼
ん
だ
。
開
催
初
日
に
は
Ｏ
Ｂ

Ｓ
大
分
放
送
に
て
展
示
陳
列
の
様
子
が
ニ
ュ
ー
ス
で
報
じ
ら
れ
、話
題
と
な
っ
た
。

来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
展
示
に
満
足
し
た
と
回
答
し
た
来
場
者
は
全

体
の
九
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の
約
一
割
が
降

伏
文
書
に
言
及
し
て
お
り
、
自
由
記
述
で
は
「
降
伏
文
書
の
実
物
に
感
動
し
た
」、

「
降
伏
文
書
を
見
た
く
て
来
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
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て
も
、
降
伏
文
書
の
原
本
展
示
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ
が
分
か
る
。

四　

関
連
イ
ベ
ン
ト

二
〇
二
五
年
九
月
七
日
に
は
、『
大
分
県
先
哲
叢
書
』
の
重
光
葵
篇
の
監
修
者
で

あ
る
武
田
知
己
大
東
文
化
大
学
教
授
を
講
師
に
迎
え
、「
重
光
葵—

戦
前
・
戦
後
を

貫
く
信
念
と
生
き
様
」
と
い
う
演
題
で
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。
講
演
で
は
大
分
県

の
風
土
に
培
わ
れ
た
重
光
の
人
間
的
な
魅
力
や
、
重
光
が
発
揮
し
た
外
交
の
特
色

や
評
価
な
ど
に
つ
い
て
、
今
後
の
研
究
進
展
に
関
わ
る
新
た
な
視
角
や
重
要
な
論

点
な
ど
の
提
言
が
な
さ
れ
た
。
定
員
を
大
幅
に
超
え
る
二
六
〇
名
の
参
加
者
が
あ

り
、
超
満
員
の
参
加
者
か
ら
は
活
発
な
質
疑
も
行
わ
れ
、
非
常
に
好
評
を
博
し
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。

五　

来
場
者

会
期
四
四
日
間
で
、
合
計
一
六
三
九
八
名
も
の
多
数
が
展
示
会
に
来
場
し
た
。

こ
れ
は
同
館
の
企
画
展
示
の
中
で
は
、
歴
代
最
高
の
来
場
者
数
で
あ
っ
た
。

来
場
者
の
内
訳
は
、
大
分
県
内
か
ら
が
九
割
近
く
を
占
め
る
一
方
で
、
同
県
内

に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
県
か
ら
も
九
州
や
関
西
圏
を
中
心
に
、
遠
く
は
東
京
・
神
奈

川
・
千
葉
な
ど
の
関
東
圏
か
ら
も
多
数
の
来
場
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
過
去
に
大
分

県
立
先
哲
史
料
館
に
来
館
経
験
の
な
い
来
場
者
が
約
四
割
を
占
め
て
お
り
、
本
企

画
展
示
が
同
史
料
館
に
足
を
運
ぶ
き
っ
か
け
と
し
て
、
広
報
効
果
も
大
き
か
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
二
〇
二
五
年
八
月
一
〇
日
に
は
大
分
県
出
身
の
岩
屋
毅
外
務
大
臣
（
当

時
）
も
来
場
し
て
展
示
を
観
覧
さ
れ
た
。
そ
の
模
様
は
Ｔ
Ｏ
Ｓ
テ
レ
ビ
大
分
、
時

事
通
信
な
ど
各
種
報
道
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
岩
屋
外
務
大
臣
は
令
和
七
年
度

外
務
省
入
省
式
の
挨
拶
に
お
い
て
、
自
ら
が
重
光
に
次
い
で
二
人
目
の
大
分
県
出

身
の
外
務
大
臣
で
あ
る
こ
と
、
重
光
が
ミ
ズ
ー
リ
号
上
で
降
伏
文
書
に
署
名
し
た

日
の
朝
に
詠
ん
だ
歌
を
心
に
刻
ん
で
い
る
こ
と
、
外
務
大
臣
室
に
重
光
の
写
真
を

飾
っ
て
自
ら
を
戒
め
て
い
る
こ
と
な
ど
、
自
身
の
重
光
と
の
縁
を
述
べ
て
お
ら
れ

た
経
緯
も
あ
っ
た
。

六　

所
感

本
件
企
画
展
示
は
、
終
戦
八
〇
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
っ
た
こ
と
も
相
ま
っ

て
非
常
に
多
く
の
反
響
を
得
た
。
特
に
、
終
戦
時
に
日
本
側
全
権
と
し
て
重
光
が

ミ
ズ
ー
リ
号
上
で
署
名
し
た
降
伏
文
書
の
原
本
展
示
が
当
館
か
ら
の
貸
出
し
に

よ
っ
て
実
現
し
た
こ
と
で
、
地
元
各
メ
デ
ィ
ア
を
中
心
に
幅
広
く
取
り
上
げ
ら
れ

て
注
目
を
集
め
た
。

地
方
都
市
に
お
け
る
原
本
展
示
に
は
大
き
な
反
響
が
あ
り
、
過
去
の
小
村
寿
太

郎
展
（
宮
崎
・
日
南
市
で
の
連
携
展
示
）
な
ど
と
同
様
、
地
域
出
身
の
人
物
に
高

い
関
心
が
示
さ
れ
る
こ
と
が
、
今
回
の
展
示
会
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
た
。
ま
た
、

今
回
の
展
示
に
つ
い
て
は
戦
後
八
〇
年
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
や
、
降
伏
文
書
の
原

本
展
示
と
い
う
機
会
の
希
少
性
も
相
ま
っ
て
、
利
用
促
進
効
果
は
大
き
か
っ
た
と
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考
え
ら
れ
る
。
展
示
は
無
料
で
あ
り
、
予
想
を
大
き
く
上
回
る
来
場
者
を
集
め
、

多
大
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
回
の
展
示
会
へ
の
協
力
を
踏
ま
え
、

今
後
も
地
方
で
の
連
携
展
示
や
、
史
料
貸
出
し
等
の
様
々
な
形
を
通
じ
た
協
力
を

検
討
・
実
施
し
て
い
く
こ
と
は
有
益
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
文
責　

濵
田
）
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●
当
館
か
ら
の
展
示
史
料
紹
介

（
※
史
料
解
説
文
は
大
分
県
立
先
哲
史
料
館
が
作
成
し
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て

展
示
で
用
い
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
た
。）

日華関税協定調印書
（一九三〇年五月六日署名）

良好な関係をめざして
特命全権代理公使に任命され
た葵は、国民政府の王正廷外
交部長との間で、日中間での
関税協定交渉を行いました。
昭和 5 年 5 月、日華関税協定
が調印され、日本は条件付き
で中国の関税自主権を認める
ことになりました。

寺崎英成宛重光葵書翰（一九四五年九月一日付）

自分がやらなければ…
葵が降伏文書調印の前日、
元部下の寺崎英成に宛てた
手紙です。葵は「今回ハ人
の嫌ふ事を一身に引受け、
将来の建国上少しでも御役
に立つことを念願仕居候」

「日本も日本人も生れ変る
を要し申候」と、調印に臨
む心境を記しています。
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降伏文書（一九四五年九月二日署名）

戦争が正式に終結
降伏文書の原本です。
最初に日本政府を代
表して外相の葵、次
いで軍部を代表して
陸軍参謀総長の梅津
美治郎が署名しまし
た。その後、マッカー
サー連合国軍最高司
令官、そして連合国
９か国の代表が署名
しました。

展示会場の様子


